
WORD?

電気の流れ（発電所から電力需要家まで）

住宅分電盤を取り巻く環境1
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発電所から需要家まで電気を送
る電線は、発電所から変電所ま
でを送電線、変電所から引込柱
までを配電線といい、引込柱か
ら需要家までを引込線といいま
す。
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送電線と配電線とは

二章『住宅分電盤について』
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受電方式の種類

配線方式の種類

電力需要家の受電形態は、大きく「高圧受電」と「低圧引込」に区分されます。

「高圧受電」は、電力需要が大きい工場や事務所・テナントビル、飲食店舗関係に多く見られ、
一般の住宅では通常「低圧引込」の形態がとられることがほとんどである。

「高圧受電」・・・

「低圧引込」・・・

高圧受配電盤（キュービクル）を自前で準備し、高圧（6,600V）で受電する。
（100／200Ｖへの変圧は自前で行う）

電力会社により、100／200Ｖに変圧された形で受電する。

低圧引込の配線形態は、以下の表の通り、「単相2線式」、「単相3線式」、「三相3線式」に区分されます。

一般的に、単相は「電灯」、三相は「動力」と呼ばれる。

一般の住宅では「単3」＝「電灯」契約のみがほとんどであり、
小規模な店舗や、工場・ビルなどは「単3」＝「電灯」と
「三相」＝「動力」契約の両方をされることが多い。

住宅盤の高容量化、200V化に伴い、新築住宅では
単相3線式がほとんどです。

新築住宅の引込方式は、
単相3線式が主流に

■家の中の200V電気機器
エアコン、電気式床暖房、
IHクッキングヒーター、食器洗い乾燥機、
浴室換気暖房乾燥機、洗濯乾燥機、
電気温水器、EV充電設備

PO I NT！

単相2線式（単2、1φ2W） 単相3線式（単3、1φ3W） 三相3線式（三相、3φ3W）

電　圧 100V（または200V） 200V（または400V）100Vと200Vの両方

2本 3本主幹3本・分岐2本
（メイン）（ブランチ）

小規模住宅・街路灯他 住宅・店舗・ビル 工場・店舗・ビル

電灯・コンセント回路（含む家庭用エアコン） モータ・ポンプ・三相エアコン
のような工業用負荷回路

相線式

電線数

建物・用途

回路図

100V（200V）
L

N

100V

200V
100V

L1

L2

N

200V

200V

R

T

S200V

100VLWHM
(分電盤)

100V
100V

200V
（空調・厨房）
LWHM

(分電盤)

200VWHM M
(分電盤)
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地中埋設

電力会社の電線
（引込線）

WHMボックス
又は、ベース

スマートメーター・
WHM柱上変圧器

（トランス）

引込ポール（柱）

１

２

３

４

住宅分電盤とは

住宅分電盤の基礎2

３

電力会社 一般住宅

電力会社から供給される電力を、電灯・コンセントなどの負荷に対し、適性かつ安全に供給するためのものです。

発電所 変電所 高圧
配電線 住宅分電盤

開閉器具（スイッチ）

電気器具（コンセント） テレビなど

電柱に固定してある変圧器(交流
電力の電圧を変換するもの)
一般住宅の場合は6,600Vが変
圧器によって100/200Vに変換
されて各家庭へ送られます。

住宅の外壁に見栄えよくWHMを取り付け
るためのボックスまたはベース。

スマートメーター・WHM（ワットアワーメーター）

住宅の外壁を傷つけ
ることなく電灯線や電
話線を地中から屋内
へ集中引き込みする
ためのポール。

２ 引込ポール（柱） ４ WHM取り付けボックス・WHM取り付けベース

専用回路 エアコン、太陽光発電システム、
感震ブレーカー、避雷器など

柱上変圧器（トランス）

スマートメーター : 双方向通信機能も備えた新型電力メーター。
ＨＥＭＳとつなぐことで家庭と電力の双方で電気需給状況が把握
できます。スマートメーターでは電流の制限が可能でリミッター
（電流制限器）の廃止が各電力会社に広まっています。

50
kVA

１

雨線内用 防雨型

WHM : 電力メーター
家庭ごとに、電力会社が取り付け、電力料金算定の概略となる計器で、
検針は電力会社が行います。
（WHMには、取引用（電力会社検針用）、非取引用（集合住宅、 テナント
などの各戸計量用）の 2 種類があります）
一般家庭では、WHM取り付けボックスへ収納し、テナントビルでは、
WHMスペース付住宅分電盤などへ収納し、各テナントごとに電力需給
量を計量します。

他の呼称
電力量計（Wh）、積算計、ワットアワーメータ、メータ

通信UT
計量UT
負荷開閉UT
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電力会社から供給される電気は、屋外の電力
量計を経由して家庭に運び込まれ、まず住宅
分電盤に入ります。
住宅分電盤は一般的に玄関や勝手口付近に設
置されており、ここで電気は複数の回路に分け
られ、各コンセントや照明器具に送られます。
つまり住宅分電盤は、電力会社から供給された
電気をエアコンや電子レンジなど家庭内のさ
まざまな電気製品へ分配、供給し、また電路の
異常を素早く検知し、保護する役割を果たして
いるのです。

住宅分電盤に入った電気は、いくつかのブレー
カを経由します。
最初にリミッター※、次に主幹ブレーカを通り、
最後に分岐ブレーカで各回路に振り分けられ
ます。これらブレーカは、常に電気の流れを見
張っており、漏電など電気の異常を検知した
際、自動的に電気を遮断し、大事故を防いでく
れます。
それぞれのブレーカは役割が決まっていて、安
全性を高めるさまざまな機能が付いています。

リミッター※

リミッター
スペース

主幹ブレーカ

分岐ブレーカ

住宅分電盤

※現在は、スマートメーターの普及に伴い、リミッターが不要となっています。

※

住宅分電盤は電気設備のかなめ

住宅分電盤は電気の見張り役

玄関・外回り １F
LDK １F

玄関・外回り １F
LDK １F

１F 冷蔵庫
１F 食器洗乾燥機
１F 衣類洗濯乾燥機
１F トイレ温水洗浄便座
１F LDKエアコン
　　太陽光発電用
　　連系ブレーカ

予備回路

予備回路

避雷器
感震ブレーカー

７
５
３
１

和室・洗面所 １F
寝室・子供室 ２F
和室・洗面所 １F
寝室・子供室 ２F

２
４
６
８

２F 子供室１エアコン
２F 子供室２エアコン
２F 寝室エアコン
１F 和室エアコン
１F 電子レンジ

１８
１６
１４
１２
１０

照
明
回
路
コ
ン
セ
ン
ト

回
路

照
明
回
路

コ
ン
セ
ン
ト

回
路

住宅分電盤

９
１１
１３
１５
１７
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L1（赤）

N（白）

L2（黒）

リミッターとは？ 主幹ブレーカとは？ 主幹バーとは？

　他の呼称
（電流）制限器、アンペアリミッター（AL）、
サービスブレーカ（SB）

　他の呼称
分岐開閉器、ブランチブレーカ、
CB、コンパクトブレーカ

　他の呼称
主開閉器、主幹、メイン（ブレーカ）、
メインスイッチ

　他の呼称

母線、メインバー、ブスバー

分岐ブレ－カSH型は
上・下で相が逆になります。

L2 N

L1N

リミッタースペース付 リミッタースペースなし

北海道、東北、東京、中部、北陸、九州電力
管内では、電力会社と使用電流を契約する
方式を採用しています。使用量が契約上限
を超えると電流を遮断します。リミッター
は電力会社から供給されます。
※現在はスマートメーター（電流制限機能を内蔵）の普
及に伴い、リミッターが不要となっています。

使用される最大の電気容量に応じた定格
電流のブレーカとして、分電盤の最初に取
り付けられるブレーカです。
住宅用の主幹ブレーカでは、漏電ブレーカ
が使用されています。

30A、60A、75A、100A定格があります。
主幹容量を変更する場合は、主幹バー容
量以内で変更ください。
例）60A容量の主幹バーでは、主幹容量
30A～60Aまでの変更が可能

分岐ブレーカとは？ 送り端子とは？ 集中アース端子とは？ フリースペースとは？
台所、居間などのコンセント 
回路・照明回路、エアコン、IH
クッキングヒータ用コンセント
などの専用回路として部屋別、
用途別に細かく分けて使用す
るため取り付けられるブレー
カで、一般に100V回路には、
2P1Eのブレーカが、200V回
路には、2P2Eのブレーカが使
用されます。

フリースペースに取り付けた
機器や他の機器に電力を供給
するための端子で、主幹バー
の右端にあります。

接地極付コンセントや、内線規
程による｢集中接地端子施設
の勧告｣に対応が可能なアー
ス端子です。
用途は接地極付コンセントか
らアース線をつなぎ、Ｄ種（第
三種）接地を行うために使用し
ます。

蓄熱暖房器用回路、深夜電力
回路、送り用ブレーカ、タイム
スイッチ等、様々な機器を用途
に応じて取り付けるためのス
ペースです。
また、フリースペースのヨコ寸
法が2倍の大形フリースペー
ス付商品もあります。

住宅分電盤  コスモパネルの構造
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主幹ブレーカ・分岐ブレーカのはたらき①

分岐ブレーカの容量をオーバーしたとき

主幹ブレーカの容量をオーバーしたとき

電気容量をオーバーしたとき ＝ 電気の使いすぎ 過電流

分けられた一つひとつの分岐回路には、回路毎に分岐ブレーカがついています。各回路に流せる電流には限
界があり、それを超えて電気が流れると電線に発熱が起こり、損傷する恐れがあります。
通常一般家庭の分岐ブレーカに流せる電気量（消費電力）は、20Aで100Vの場合20A×100V＝2,000Wと
なっており、2,000Wを超えると、配線の許容電流値20Aを超えるため、分岐ブレーカがOFFになり配線を保
護します。

主幹ブレーカは、電気を使いすぎた場合、家庭内のすべての電気を遮断します。
たとえ、各分岐ブレーカの容量を守っていても、消費電力の合計が主幹ブレーカの容量を上回ると電気は遮断
されます。

コンセント
15A

コンセント
15A

コンセント
15A

コンセント
15A

炊飯器
800W
(8A）

電子
オーブンレンジ
1,300W
（13A）

電気ポット
700W
（7A）

ホットプレート
1,200W
（12A）

冷蔵庫
260W
（2.5A）

エアコン
1,200W
（12A）

住宅分電盤

8A

13A

12A

12A

7A

2.5A

　分岐20A

主幹40A

12A

15A

13A

14.5A

54.5A

14.5A
オーバー

コンセント
15A

コンセント
15A

炊飯器
800W
(8A）

コーヒーメーカー
650W
（6.5A）

電子
オーブンレンジ
1,300W
（13A）

住宅分電盤
8A

13A

6.5A

27.5A

　分岐20A

主幹40A

7.5A
オーバー
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主幹ブレーカ・分岐ブレーカのはたらき②

漏電が発生すると
●漏電火災
●感電事故

漏洩電流が流れ続けると火災の原因になります。

人が漏電部に触れると感電します。また、人体を流れ
る漏洩電流が大きいと感電死する場合があります。

漏電が起こるとどうなるのでしょうか？ 漏電ブレーカには

②漏電保護機能のみ
※Ｏ．Ｃ（過電流保護機能）なし

があります。

O.Cなしは自販機、エコキュート、電気
温水器など、機器組み込み用として使
用されています。

①漏電保護機能＋O.C付

数mA
～数10mA

数100mA
～数A

数10mA

通過電
流

数mA

感知電流
（ビリビリ感じる）

電流
（A）

不随意電流
（運動神経がマヒし動けなくなる）

心室細動電流
（心臓停止、死に至る）

火災になる
0

感 電 事 故
火 災 事 故

ELBの
定格感度電流

感電事故防止 漏電火災防止

10mA・15mA
0.1秒以内（接地あり）

30mA
0.1秒以内（接地あり）

100mA
100/200/500mA切替

電線の傷みや絶縁劣化などにより、電線や機器から電気が漏れることを漏電といいます。
漏電は感電や火災を引き起こす危険性があることから、内線規程では、
住宅の電路には、漏電が発生すると自動的に電気を遮断する漏電ブレーカの設置を原則としています。
（住宅以外はこの限りではありません）

漏電ブレーカ（ELB）で感電事故や漏電火災を未然に防ぐことができます。
住宅で使用される漏電ブレーカは一般的に
高感度形（定格感度電流30mA）・高速形（動作時間0.1秒以内）です。

WORD?
O.Cとは…
over current（過電流）の略

電気が漏れたとき 漏 電

WORD?
漏電

絶縁の劣化などにより、電線
や機器から電気が漏れること
をいいます。

負荷機器

漏洩電流
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PO I NT！
動作特性を見てみよう

M E MO+

主幹ブレーカ・分岐ブレーカのはたらき③

電線やコードの構造は、電気を通す銅線などの導体を、電気を通さないビニールなどの絶縁体で包んだ形になっていま
す。電気が決められた道順（回路）を通らずに、裸の銅線と銅線が接触した部分を近道することがあり、これを短絡、また
はショートといいます。短絡が起きると、電気回路の抵抗がほとんどゼロになるので、非常に大きな電流が流れて火災を
起こす原因になるなど非常に危険です。また、コンパクトブレーカSH型は、コンセントから先のコード部の短絡を瞬時に
検知して電気を遮断するコード短絡保護瞬時遮断機能を搭載しています。

短絡（ショート）

I =　   = = 1A
100

0.1+99.9
E
R

・ 短絡が起こると、電線が焼損し、
  ブレーカが破損する恐れがあります。

I =　   = = 1,000A
100
0.1

E
R

これを短絡電流といいます。

100V

1A

1,000A

正常時

短絡時

電線抵抗0.1Ω

ランプ抵抗
99.9Ω オームの法則　E＝IR

E
R
I

： 電圧（V）
： 抵抗（Ω）
： 電流（A）

コンセントから先のコード部の短絡事
故まで見守るのでより安心です。

コード部分の短絡をキャッチし、
ブレーカを瞬時に遮断します。

安心！

時間［t］

遮
断
電
流﹇
A
﹈

一般安全
ブレーカ

コンパクト
ブレーカSH型

瞬時動作により、
通過エネルギーを抑える

スピーディ！

コード短絡保護用瞬時遮断機能とは、「コード短絡による火花の発生を抑え火災
の発生を減少させるはたらき」のことで、JISにも規定されている機能です。

コンセント

コード短絡

動　作　時　間

電流（定格電流に対する％）

4時間

2時間

1時間

30分
20分
14分
10分
8分

4分

2分

1分

30秒
20秒

10秒

5秒

2秒

1秒

0.5秒

0.2秒

0.1秒

0.05秒

0.02秒

0.01秒

100 125 200 400 600 1000 2000 4000

6分

最大

最大

最小

■動作特性曲線

すなわち0.01秒弱～0.02秒以内で動作します。
短絡電流値が大きければ大きい程、
遮断に要する時間は短くなります。

≒ 50 ⇒ 5,000％1,000（A）
20（A）

例えば・・・
定格容量が20Aのサーキットブレーカなら

電線・コードがショートしたとき 短 絡

5000%時の
最大最小
動作時間
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主幹ブレーカ・分岐ブレーカのはたらき④

現在の家庭用電力は消費電力の大きい電化製品の増加に対応するため、100Vと200Vのどちらも使える単相3線式が
主流で使われています。
単相3線式では、中性線（N相〈真ん中の線〉）の接触が悪くなった場合、電化製品にかかる電圧が変わります。万が一、電
化製品に高い電圧が加わった場合、焼損することもあります。
現在販売されている住宅分電盤の主幹ブレーカは、このような異常電圧をすばやく検知し、電気を遮断する単相3線中
性線欠相保護機能を備えています。

単相3線式回路で、中性線（N相）が欠相すると、100V回路に異常電圧がかかります。

単相3線中性線欠相

・ 中性線（N相）が欠相すると、
 左図のように負荷（a）、負荷（b）の抵抗値（バランス）
 によって、どちらかに異常電圧がかかるため、
 高い電圧側の100V用負荷機器が損傷します。

単相3線式電路に施設する遮断器は、
中性線欠相保護機能付のものとすること。
（内線規程 1360-3 , 1375-2）

中性線
このリード線を、住宅分電盤の
主幹バー（N相）につないで、欠相を監視します。

PO I NT！
住宅分電盤の主幹ブレーカには、単相3線中性線欠相保護付漏電ブレーカが使われています。

100W

（100Ω）

（250Ω）

（欠相）

40W

200V × ≒ 57V
100

100+250（　 　　   ）

200V× ≒ 143V
250

100+250（　　　   ）

エ
ア
コ
ン

200V

L1

N

L2

200V
100V

100V

a

b

電圧のバランスが崩れたとき 単3中性線欠相（異常電圧）
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電気を安全に使うために電気回路で起こる異常事故から電線を守る安全装置として取り付けられる配線用遮断器及び
漏電遮断器のことです。

大きく分けると“サーキットブレーカ”と“漏電ブレーカ”に分けられます。

単相3線中性線
欠相保護とは？

１ 単相3線で引き込むと100Vも200Vも利用できてとても便利です。
しかし、万一、中性線が欠相すると100V機器に大きな電圧が印加され、
電気機器の絶縁劣化や焼損にいたることがあります。
この対策として、単相3線式配線の主幹には単相3線中性線欠相保護
付漏電ブレーカを設置しています。
※異常電圧保護　130V±　5V(0.5秒以内)

感度電流とは？2 漏電が発生したときにブレーカが動作する電流のことです。
万一感電したとき、怖いのは電圧より電流です。
選定基準としては30mAは人間の感電防止、100mA以上は漏電火災
の防止として選定されるのが一般的です。
※主幹用漏電ブレーカは高速形(0.1秒以内)です。

定格遮断容量3 遮断できる電流の限度値のことで、短絡事故で発生する大電流に対し
て、ブレーカが接点溶着、破壊などせず、支障なく遮断できる電流のこ
とをいいます。

3Ｐ2Ｅ、3Ｐ3Ｅ
2Ｐ1Ｅ、2Ｐ2Ｅ4 ブレーカの極数(P)・素子数(E)を表し、極数は電線を接続できる極数

（ネジ）の数を、素子数は過電流保護素子の数を表します。
たとえば、単相3線式（100/200V）は3本の電線を用いるので極数は
3P、素子数は2コなので2E、単相2線式（200V）は2本の電線で極数は
2P、素子数が2コなので2Eとなります。
※単相3線式の分岐回路は、100Vには2P1E、200Vには2P2Eのブレーカを使用してくださ
い。（2P2Eブレーカは、100Vでも使用できます）

ブレーカ

ブレーカにまつわる用語集

ブレーカの種類

分岐ブレーカは
100V 回路には、2P１E を
200V 回路には、2P2E を使います

PO I NT！

通称

MCB※

ELB※

過電流保護

◯

◯

漏電保護

×

◯

種類

サーキットブレーカ（配線用遮断器）

漏電ブレーカ（漏電遮断器）

※MCBとは？ Molded （Case） Circuit Breaker の略です。
ELBとは？ Earth Leakage （circuit） Breaker の略です。

● JIS規格では  　　　　　　　　　　 と表記されます。MCBはMCCB
E L B は E LC B
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従量電灯契約における電流制限について

リミッターと主幹ブレーカの違い
[ リミッター ] [ 主 幹 ]
家庭の電気使用量を制限するのが目的。
家電製品を最大で同時に使ったときのことを考え、容量決定する。

引き込み幹線を保護するのが目的。
JISでは下記の公式により容量を決定することを推奨。

家電製品を最大で同時に使用したとき、つまりリミッター
の1/2の容量、将来の容量アップを考慮しても40Aあれ
ば十分。幹線は8mm2以上とする。

照明
3A

IH
30A

エアコン
9.2A

テレビ
1.2A

冷蔵庫
1.4A

44.8A 50A

契約電流

単2の場合→5、10、15、20、30A

単3の場合→15、20、30、40、50、60A
契約電流
の種類

■リミッターと主幹ブレーカの動作について

●実際にはリミッターと主幹ブレーカの動作特性が違うため、どちらが先に動作するかはわかりません。

事例1 事例2リミッター : 動作 主幹 : 不動作

80Aリミッター
60A

主幹
60A

50A

30A

リミッター : 動作 動作主幹 : 

80Aリミッター
60A

主幹
40A

50A

30A

主幹容量 分岐数 需要率 0.513.3
（A/分岐）

PO I NT！
使用電流を契約する地域では、
リミッタースペース付住宅
分電盤が使用されていました。

北海道、東北、東京、中部、北陸、九州電力管内では、電力会社と使用電流を契約する方式を採用しています。家電製品を
最大で同時に使ったときのことを考え、容量を決定します。

以前は、電力会社から供給される電流制限器（リミッター）を使用していましたが、スマートメータ―にその機能が内蔵さ
れているため、スマートメーター設置後は、電流制限器が不要となりました。

M E MO+
契約種別 料金(税込)

311円 75銭1契約10A

467円 63銭〃15A

623円 50銭〃20A

935円 25銭〃30A基本料金

1,247円 00銭〃40A

1,558円 75銭〃50A

1,870円 50銭〃

29円 80銭1kWh

60A

最初の
120kWhまで

36円 40銭〃120kWhをこえ
300kWhまで

第1段階
料金

第2段階
料金

第3段階
料金 40円 49銭

328円 08銭

〃

1契約

上記超過

最低月額料金

電
気
量
料
金

B

単位

※電力量料金は、燃料価格の変動に応じて燃料費調整額を加算あるいは
差し引きます。
※まったく電気をご使用にならない場合の基本料金は、半額となります。
※電気料金を算定する際は、再生可能エネルギー発電促進賦課金を加算
します。

■使用電流を契約する地域の電気料金
東京電力エナジーパートナーの「従量電灯B」の場合(2024年6月時点)

電流制限器あり

九州電力

使用電流契約がない地域

沖縄電力
使用電流契約がない地域

四国電力

使用電流契約がない地域

関西電力
電流制限器あり

北陸電力

北海道電力
電流制限器あり

電流制限器あり

東北電力

電流制限器あり

東京電力

電流制限器あり

中部電力

使用電流契約がない地域

中国電力

一
章  

電
気
に
つ
い
て

二
章  

住
宅
分
電
盤
に
つ
い
て

三
章  

配
線
器
具
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

四
章 

太
陽
光
発
電
・

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

六
章 

E
V
充
電
設
備

に
つ
い
て

七
章 

五
章  

H
E
M
S
に
つ
い
て

21 住宅分電盤について



〈用途別〉住宅分電盤とは
分電盤を使うシステムのしくみ

3

太陽光発電のしくみ

近年、石油の代替エネルギー、つまり地球環境の観点でCO2削減が可能なエネルギーとして、分電盤を使う以下のシス
テムが注目を集めています。①太陽からの光エネルギーを電気にする太陽光発電システム。②天然ガスから取り出した
水素と空気中の酸素を化学反応させることにより電気と熱をつくり出す燃料電池（エネファーム）。②は、①の太陽光発電
システムと組み合わせて商用電源の使用を極力抑えられることから、とくに注目されています。また、これらのシステム
は、国や地方自治体などの助成金制度の対象であり、今後もますます需要が伸びると予想されています。

ソーラーパネル（屋根部分）は直流（DC）で電気をつくり、
パワーコンディショナ（以下パワコン）を通し交流（AC）に変換さ
れます。（家庭の負荷が交流対応のため）
パワコンは単相2線式(単2連系)が一般的で、これを単相3線式
の商用電源と住宅分電盤で連系し負荷や売電に利用します。

また、単2連系などの言葉は、下記のとおりパワコンの出力方式
のことを指します。

●パワコン出力方式単相2線式：単2連系
●パワコン出力方式単相3線式：単3連系
(配線はいずれも3線です)

太陽光発電システム対応
住宅分電盤

引込開閉器盤

接続箱

商用電源

パワーコンディショナ

エネファームのしくみ

エネファームは大きく分けると燃料電池ユニットと貯湯ユニットの 2 つで構成されています。
燃料電池ユニットの中の燃料電池スタックでは、都市ガスなどから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応させて発電。
発生した電気は、インバータで家庭用の交流に変換してから、分電盤で電力会社の電気と一緒になって、部屋まで届けられます。発電のとき
に生まれた熱は、熱回収装置が効率よくキャッチ。この熱によってつくられた約 60℃のお湯は、貯湯ユニットにためておき、浴室やキッチン
に供給されます。さらに、貯湯ユニットにはバックアップ用の熱源機を備えているので、急にたくさんお湯が必要になってもお湯切れの心配
がありません。また、発電時の熱は床暖房にも利用されます。

都市
ガス

空気

排気 水素

燃料電池ユニット

燃料処理
装置 熱回収

装置

貯湯タンク

バックアップ
熱源機

イ
ン
バ
ー
タ

燃料電池
（PEFC）
スタック

貯湯ユニット

電気

暖房

お湯

水

お湯
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太陽光発電

家庭用燃料電池システム（エネファーム）

〈用途別〉分電盤の種類

漏電などによる事故を防ぐ！ 太陽光発電には分電盤が不可欠です。

AiSEG2とつなげて太陽光の発電状況も見える化。
回路毎の電気の見える化も可能になり、
きめ細かな電気の使用量の確認などができます。

水素と酸素から発電する燃料電池の仕組みを活用しています。

発電時に発生した熱を給湯機能に活用することで、
余計なエネルギー消費がありません。
また、二酸化炭素の排出量が少ないのも特長です。

主幹ブレーカ（逆接続可能型）

電流センサ

自家発電（燃料電池/ガス発電）用連系ブレーカ

電源線 φ2.0mm×3心 1本

消費電流信号線

家庭用燃料電池
コージェネレーション機

燃料電池
ユニット

貯湯
ユニット

バックアップ
熱源機

スマートコスモ（マルチ通信型）

接続箱

※パワーコンディショナによっては、接続箱を必要としない場合があります。

太陽電池モジュールパワーコンディショナ

3kW（2P2E20A）と6kW（3P3E40A）の
車に対して普通充電が可能。

6kW EV・PHEV用普通充電回路対応

新開発のコンパクト
漏電ブレーカを搭載

（6kW EV・PHEV充電回路対応）

EV・PHEV用  普通充電回路対応

今後、世界的に
出荷台数が見込まれる
EV・PHEV市場に対して、
スマートコスモ、コスモパネルで
品種拡大をしていきます。

AiSEG2
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地震あんしんばん

感震ブレーカー地震あんしんばん

グラッ！ときたら（震度5強以上）自動OFF！
二次災害の防止に役立ちます。

ゴロゴロ！と鳴ったら、
大切な機器をしっかりガード。 詳細は動画で。

かみなりあんしんばん

強い地震を感じたら、感震ブレーカーが信号を送り、
主幹ブレーカを強制遮断して電源をストップ。
避難時、ブレーカを切り忘れても安心な設計です。

電源側やアース側から侵入した雷サージ（異常電圧）は、
家電製品や保有データを壊す恐れがあります。
避雷器がサージをカットし、雷被害から守ります。

詳細は動画で。

避雷器

かみなりあんしんばん

一
章
電
気
に
つ
い
て

二
章
住
宅
分
電
盤
に
つ
い
て

三
章
配
線
器
具
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

四
章

太
陽
光
発
電
・

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

六
章

E
V
充
電
設
備

に
つ
い
て

七
章

五
章
H
E
M
S
に
つ
い
て

24住宅分電盤について


